
で
は
、
昔
の
校
歌
と
は
ど
ん
な
歌
詞
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

一

五
峰
の
山
の

巍
峨
（
ぎ
が
）
と
し
て

（
昭
和
六
〇
年
の
卒
業
生
）

東
に
そ
び
ゆ
る

そ
の
下
を

ぬ
う
て
流
る
る

芋
川
の

流
れ
に
あ
や
す

里
こ
そ
は

我
ら
が
住
め
る

岩
谷
な
れ

二

由
利
の
十
二
の

地
頭
あ
り

（

不

明

）

地
頭
た
り
し
は

岩
屋
氏

そ
の
名
は
城
趾

と
こ
し
へ
に

今
に
伝
わ
る

ゆ
か
し
さ
よ

三

秀
麗
の
山

清
き
水

歴
史
の
ゆ
か
り

綾
な
し
て

人
の
心
も

い
さ
ぎ
よ
く

い
そ
し
む
心

は
げ
む
わ
ざ

こ
れ
ぞ
岩
谷
の

わ
が
里
よ

四

あ
あ
こ
の
里
を

名
に
お
い
し

我
が
校
こ
そ
は

動
き
な
き

岩
谷
の
里
と

も
ろ
と
も
に

香
ば
し
き
名
を

伝
う
べ
く

つ
と
め
は
げ
み
て

進
め
か
し

ほ
と
ん
ど
の
学
校
の
校
歌
は
、
そ
の
立
っ
て
い
る
場
所
の
情
景
説
明
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
の
「
五
峰
の
山
」「
芋
川
」
な
ど
で
す
ね
。

二
番
で
は
、
由
利
十
二
頭
の
う
ち
の
一
人
「
岩
屋
氏
」
が
地
頭
と
し
て
こ

の
地
を
治
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
三
、
四
番
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
四
番
ま
で
あ
る
の
は
長
す
ぎ
る
と
し
て
、
昭
和
五
年
に
、

歌
詞
の
一
部
「
進
め
か
し
」
を
「
進
ま
な
ん
」
に
直
し
、
新
し
い
メ
ロ
デ

ィ
を
、
当
時
本
荘
高
等
女
学
校
（
現
由
利
高
等
学
校
）
教
諭
で
あ
っ
た
小

野
崎
晋
三
氏
に
依
頼
し
て
、
三
、
四
番
の
歌
詞
を
用
い
て
作
ら
れ
た
の
が
、

現
在
の
校
歌
な
の
で
す
。
こ
の
時
の
歌
詞
は
、
間
違
い
な
く
「
伝
う
べ
く
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
歌
い
方
が
正
解
で
す
！

も
し
も
、「
伝
う
べ
き
」
に
変
わ
っ
た
経
緯
な
ど
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「由利十二頭」とは？ （Wikipediaより）

由利十二頭（ゆりじゅうにとう）は、日本の戦国時代に出羽国
由利郡の各地に存在し、一揆結合の形をとっていた豪族の総
称。この時代の由利郡には戦国大名と呼べるほどの勢力は存
在せず、秋田郡の安東氏、雄勝郡の小野寺氏、庄内地方の大
宝寺氏、最上郡の最上氏らの間にあって離合集散し、ときに一
揆を結び対抗した。
主に矢島氏、仁賀保氏、赤尾津氏、潟保氏、打越氏、子吉氏、

下村氏、玉米氏、鮎川氏、石沢氏、滝沢氏、岩屋氏、羽川氏、芹
田氏、沓沢氏などで、「十二頭」とは少なくとも天正年間以来の
呼称であり、史料により数え方が異なる。十二という数字は鳥
海山の本地である薬師如来の眷属である「十二神将」をなぞっ
たものとする見解がある。

「岩屋氏」とは？
由利郡岩谷（現・由利本荘市岩谷町）付近を中心に勢力が

あった武士団。仁賀保氏と同様に先祖は大井氏と称した。豊臣
秀吉により891石の所領を安堵されたが、関ヶ原後には最上氏
に仕え2,400石を与えられた。最上氏改易後は、一時秋田氏に
仕えるが、後に佐竹氏に仕えた。

旧校歌の楽譜を再現してみました！
歌詞は同じですが、メロディが違います。

由利本荘市立岩谷小学校 校報
令和５年1月27日

第 号

発 行 校 長
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26日（木）児童会の企画で「冬期間の体力作り」「縦割りグループによる異学年のメン
バーとの交流」をねらいとして開催されました。競技内容は以下の2種目です。
① 各グループ２分間「８の字ジャンプ」をし，回数を競う。引っかかっても回数を
足していく。２回計測し，合計回数で順位を決める。

② 各学年ごと，短縄で１分間，自分ができる跳び方を披露し合う。
昼休みには、グループ毎に体育館に集まって練習を重ねてきました。元気にリード運営

委員会の進行により、日に日に記録が伸びていき、本番を迎えました。当日はどのグルー
プの挑戦にも笑顔が見られ、楽しみながら記録の更新を目指していました。個人では、ハ
イレベルな跳び方をする子もたくさん見られましたね～！これからも冬場の体力づくりと
して、縄跳びは続けていきましょう。

ジャンプ回数上位３チーム
第１位 青色９班 ７１回
第２位 赤色１班 ６６回
第３位 黄色５班 ６５回

●路上に雪が積もってきました。登下校の
際に、防寒用の帽子や手袋を着用してい
なくて寒そうな子が見受けられます。「寒
くないの？」と聞くと「大丈夫！」と言
うんですけどね…。

由利本荘市内の小中学校のホームペ
ージのデザインが変わりました。左の
QRコードから見ることができます。
これまでの「学校だより」の他に、

ふだんの子どもたちの様子も紹介する
予定です。個人情報にはできるだけ配

慮して載せたいと思うのですが、もしも顔写真をア
ップで載せてほしくない場合には、お手数ですが担
任まで連絡帳等でお知らせください。

https://edu2.city.yurihonjo.lg.jp/iwaya-es/

岩谷麓に伝わる「かんじき詣り」
さきがけ新聞で紹介されました。地元に伝わ

るお祭りや行事は大事にしていきたいですね。
子どもが参加できるものもあると思いますので、
ぜひ学校にもお知らせください。


